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本論文では､屋内におけるﾛｹ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑに必要な条件を,ﾕ-ｻﾞの行動を制

限しないこと,比較的高い位置同走精度,ｾﾝｻ数が少なく簡便なｼｽﾃﾑであること

の三点であると考え､これらの条件を満たす位置同走とﾕ-ｻﾞ識別の手法を提案してい

る｡まず､ﾕ-ｻﾞ端末に取り付けられたIR (赤外線)ﾀｸﾞの発光を赤外広角ｶﾒﾗによ

り検出して位置同定を行うと同時に､ﾈｯﾄﾜ-ｸを利用してﾀｸﾞの発光を制御して自

動的にﾕ-ｻﾞを識別し追跡することを可能にする能動的ﾛｹ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑを提案

している｡つぎに､提案した手法を実硯するため,ﾛｹ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛﾄﾀｲ

ﾌﾟであるALTAIR (Automatic LocationTracking system with Active IR-tag)を構築し､

提案手法の有効性を検証している｡本論文は以下の5章からなる｡

第1章では研究のﾓﾁﾍﾞ-ｼｮﾝや研究の背景が紹介され､第2章ではﾛｹ-ｼｮﾝ

ｼｽﾃﾑ関連の先行研究ならびに研究の目的が記述されている｡

第3章では､ﾕ-ｻﾞ端末に取り付けられたIR (赤外線)ﾀｸﾞの発光を赤外広角ｶﾒﾗ

で検出すると同時に､ﾕ-ｻﾞ端末とｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑとのﾈｯﾄﾜ-ｸを利用した通信に

よってﾀｸﾞの発光を制御してﾕ-ｻﾞの対応付けを行い自動的に各ﾕ-ｻﾞを識別し迫跡

するｼｽﾃﾑであるALTAIRの概念と基本的な処理手法を記述している｡

第4章では､実際にALTAIRのﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑを構築して､ ①ﾕ-ｻﾞの存在

領域が無線ﾈｯﾄﾜ-ｸのｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄに関する情報から検知可能､②ﾕ-ｻﾞの領

域間移動が自動的に取得可能､ (彰ﾕ-ｻﾞの意図的な動作を必要とせずに各領域における

ﾕ-ｻﾞ識別および位置同走が可能､など提案手法の有効性を実証している｡また､提案

手法の能力や適用分野などに関して考察している｡

第5章の結論では､本研究を給括し､将来的展望を記述している｡
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(論文審査結呆の要旨)

本論文は､ﾕﾋﾞｷﾀｽｺﾝﾋﾟｭ-ﾃｲﾝｸﾞ環境下で､ﾕ-ｻﾞを同定するにはどのよう

な手法が有効であるかという問題に､ｱｸﾃｲﾌﾞ赤外線ﾀｸﾞとﾈｯﾄﾜ-ﾜ-ｸの組み

合わせで解決する屋内用ﾛｹ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑが有効であるということを実証したﾕ

ﾋﾞｷﾀｽｺﾝﾋﾟｭ-ﾃｲﾝｸﾞ分野の先端的な研究論文であり､ﾕﾋﾞｷﾀｽ技術･ｳｪｱ

ﾗﾌﾞﾙ技術･情報ﾈｯﾄﾜ-ｸ技術など幅広い情報科学研究を融合した本論文の成呆は､

以下の諸点に要約される｡

1.赤外線ﾀｸﾞの発光を広角ｶﾒﾗにより検知し､情報ﾈｯﾄﾜ-ｸ経由で赤外線ﾀ

ｸﾞの発光ﾊﾟﾀ-ﾝを制御することにより､ﾕ-ｻﾞの行動を制限することなく比較

的高精度で屋内におけるﾕ-ｻﾞの識別および位置同走が可能な手法を提案した｡

2.提案手法を検証するために､実際にﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑ(ALTAIR)を構築し､

ﾕ-ｻﾞが保持する赤外線ﾀｸﾞと室内のｺ-ﾅに設置した広角ｶﾒﾗにより各領城

内におけるﾕ-ｻﾞの位置同走(6m四方で最大誤差30c m程度)が可能であること､

ﾈｯﾄﾜ-ｸ通信機能を利用した発光ﾊﾟﾀ-ﾝの制御による識別機能により､領

域間移動が自動的に検出可能であること､ﾕ-ｻﾞの移動記録など簡単な作業のﾃﾞ

-ﾀﾍﾞ-ｽ管理が可能であることなどを実証した｡

以上述べたように､本論文は､今後増大することが確実視されている人の動きを時間

的･空間的に把撞することを可能にする知的支援のための新しいﾀｲﾌﾟの行動管理環境

の開発と利用に必要な画像処理技術を提案し､試作ｼｽﾃﾑを開発した実証研究である｡

これらの研究成果は､学会論文誌1件､査読付国際学会4件､特許申請1件として公表

されており､これらの実績を鑑みると､ﾕﾋﾞｷﾀｽ社会の情報ﾂ-ﾙの開発研究という

新しい分野を開拓する上で､学術面での貢献は大きいと認めることができる｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価借あるものと認める｡


